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岐阜から吉川にきて約11年
約2000袋の米を作る白木兄弟

白木拓真さん㊧（農業活性化部会）
農業の後継者となるため、吉川にきました。
酒米山田錦の特A地区である金会地区の
農地を守るためにがんばります。

白木大地さん㊨
農業は大変ですが楽しいことも多く地区の
皆さんとの繋がりも大切にしたいです。



令和８年度まちづくり協議会スタート

役員会出席者紹介:
会⾧:森下顕
副会⾧:谷郷祐次
副会⾧:大垣一弥☆(区⾧協議会より）
会計:北住義昭
庶務:戸田昌樹
庶務:岩﨑英一☆
監事:安井由次
監事:白木拓真
農業活性化部会⾧:吉川忠希
地域活性化部会⾧:福田亮
子育て検討部会⾧:谷郷祐次
広報部会⾧:戸田昌樹
公民館⾧:石田英之
地域まちづくり担当:正心智直☆

☆印は今年度より参加

スローガン:よかわのことはよかわのみんなで考えよう
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会⾧からご挨拶

岩﨑英一です。小中一貫校の新設、
吉川高校閉校等、未来を担うこどもたち
を取り巻く環境が大きくかわってきています。
これらをネガティブに捉えず、町全体が活
気づく契機とできるよう皆様と取り組んでま
いります。よろしくお願いいたします。

今、吉川は変革の時と捉えています。
まちづくりは決して一人ではできません。
特に話し合いを中心に、
協力、連携しながらより良いまちづくりを
進めていけるよう頑張ります。
ご協力よろしくお願いいたします。
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４部会の取り組み紹介

農業活性化部会：
①地域農業の活性化を考えると共に
若者層の取り込みを考える

②未来を見据えた農業経営を考える

地域活性化部会：
①地域の流入・定住について考える
②自然の豊かさを守りながら、
住みやすいまちづくりをめざす

子育て検討部会：
①子どもたちがいきいきと過ごせる環境をつくり、
子育て世代が定住したいと思える
まちづくりをめざす

広報部会：
①まち協だよりの発行
②インスタグラムを活用した情報発信
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（写真:農業研修）（写真:防災研修）

(写真:小中一貫校設置に係る地域協議会）



2,406,6013,707,000計

～編集後記～

令和8年度のまちづくり協議会の
活動がはじまりました。主催事業
以外にもたくさんのよかわのイベン
トを通して吉川の魅力を発信し
ていきたいと思います。

発行/
吉川町まちづくり協議会

〒673-1114
三木市吉川町吉安246
（吉川町公民館内）
TEL 0794-72-1577

令和8年6月1日発行 よかわまち協だより 第30号

令和7年度決算報告

令和8年度主催事業予定
8月16日:ふるさと納涼大会
9月19日:よかわ寄席
12月6日:グランドゴルフ大会

収入金額:3,746,713 (令和6年度からの繰越金¥1,346,769および
合併20周年記念交付金¥500,000を含む）

支出金額:2,406,601
-----------------------
差 引:1,340,112（令和8年度への繰越金）

1 収入の部

摘 要決算額予算額科 目

市交付金810,000 810,000 地域まちづくり交付金

市交付金（合併20周年記念交付金）500,000500,000 合併20周年記念交付金

1,008,000 1,050,000 まちづくり協議会費

利息、新春祝賀会参加費、多文化共生事業（山田錦祭売上）81,944 231 諸収入

前年度繰越金1,346,769 1,346,769 繰越金

3,746,7133,707,000 計

2 支出の部

摘要決算額予算額科 目

事務用品・コピー代等177,598 440,000 会議費

新春祝賀会代107,493 110,000 研修費

納涼大会、よかわ寄席、文化祭、防災研修会、多文化共生事業、
黒滝環境整備、グランドゴルフ大会、小中運動会協賛事業、
農業青年交流事業、まち協だより発行など

2,100,475 2,850,000 
活動費

切手代等21,035 60,000 通信運搬費

020,000 交通費

0227,000 予備費

納涼大会におきまして、
協賛いただきました
多くの事業主・個人の皆様、
大変ありがとうございました。

令和7年度 吉川町まちづくり協議会 決算書


